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KR - Audio 


KR - 3 さ OOB ナ ス 借 管 


は じ め に 


2003 年 の 1 月 初め に チェ コ の 真空 管 メ ー カ ー: 
KR-Audio 社 か ら 久 々 に 新型 管 が 発表 きれ まし た . 

今回 発表 きれ た モデ ル は KR-300 B の ナス 型 管 で 
す が , 2001 年 の 2 月 頃 に 発表 され た 初期 型 (Type 1 : 本 
誌 2001 年 5 月 号 参照 ) と は 構造 や 電気 特性 が 異な る 新 
型 で す (Type 2)。 

私 が 購入 し た 球 は 2003 年 1 月 2 日 に 製造 され た も 
の で , 年 明け 早々 出来 た て ホヤ ホヤ の も の で し た . 


構造 的 特徴 


今回 発表 され た KR-300 B ナス 型 (Type 2) の 外観 
は , 同じ ナス 型 の 同社 PX 25 より も バル ブ の ネッ ク 部 
分 を 直 管 状 に 数 cm 長く 絞っ て いる た め 。 全体 の 形状 
は WE-252 A の よう な 印象 で す . 

また , また 同じ 品種 な が ら 同 社 300 B の ST 型 よ り 
も と て も 大 柄 な 球 に 見 え を ます . ガラ ス は 厚手 で , 現物 
を 手 に する と ズ シ リ と し た 重み を 感じ ます . 

4 番 ピン を 手前 た する と 。, バルブ の 正面 中 央 に は 
KR-Audio の ロゴ マー ク が 金 蒸着 の 一 種 で 管長 に 府 
然 と 輝き , 型番 は 赤 イ ンク で 印字 され て いま す .。 ベー 
ス は 黒色 フィ ルム を 被せ た タイ ト ベ ー ス で , ピン は 人 金 
メッ キ さ れ て いま す . 

U 字 型 の 部 材 を 接合 し た 柏 円 状 断 面 の プレ ー ト は , 
サイ ズ は 幅 約 45 mm※ 長 さ 約 50 mm と か な り 大 型 
で , フラ ッ ト な 表面 は 厚め に カー ボナ イズ 処理 され て 
いる の が 特徴 で す . 補強 リプ の 入っ た 逢 形 状 プ レー ト 
を 持つ 初期 型 (Type 1) と は デザ イン が 大 きく 変わ っ て 
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な 記 

上 4 番 ピ ン を 正面 に し て 見 る と ,。 縦長 で フラ ッ ト な 
プレ ー ト は 意外 と スリ ム な 印象 で す が , 横 か ら 見 る と 
2 枚 の プレ ー ト 材 の 接合 部 分 は 幅 約 25 mm も あり , 
か な り 大 型 で 表面 積 が 十分 に と られ た 設計 で ある こと 
が わか り ま す 

この 新 形状 の プレ ー ト は, 形状 ・ 寸 法 と も に KR_-300 
B の 2 倍 の 最大 出力 (Ep=500 V。Ip=110 mA, Eg= ニ -90 
V 時 に 出力 18W) が 得 ら れる 強力 管 : 300 BXLS 
(Type-3: プレ ー ト 損失 65 W) と 同じ も の で す . 

ちな み に 同 社 845 の プレ ー ト に も 形状 が 酷似 し て 
いま す が , グリ ッ ド と フィ ラメ ント が 納まる プレ ー ト 
中 央 部 の 内 寸 は 6 mm 程度 と , 内 部 抵抗 の 関係 か ら 
845 より も 少し 狭く な っ て いる こと 等 か ら 。 こ の 新 形 
プレ ー ト は 300 B 系 列 の 専用 設計 品 で ある こと が わ 
か り ま す . 

グリ ッ ド 支柱 に は 放熱 板 は な く , 2 本 の グリ ッ ド 支 
柱 間 に 横長 の 放熱 板 が 一 枚 セ ッ ト さ れ , さら に ステ ム 
上 の フィ ラメ ント 接続 部 分 に も 四角 い 2 枚 の フィ ン 
( 三 フ ィ ラ メン ト を 適度 に 冷却 する 役割 を 果たす KR 
社 独自 の 工夫 (本 誌 2001 年 1 月 号 の 「 日 欧 真 空 管 技術 者 の 
対談 」 参 照 ) が 設け すら れ て いた 300 B ナス 型 の 初期 モデ 
ル (Type 1) と は 設計 が 大 きく 異な っ て いま す . 

フィ ラメ ント は , 細い リボ ン 状 の 素子 の 上 下 を コ の 
字 型 の 支持 金具 に 2 本 ずつ 溶接 し た 。 ユ ニッ ト ( フ ィ ラ 
メン ト 素 子 に 折り 曲げ 点 が 無い の が 特徴 ) を 横 に 4 つ 並 列 
接続 に し た KR 伝統 の タイ プ で , 上 部 は コ の 字 型 の 支 
持 金 具 を 先 が 二 股 に 分 か れ た カン チレ バー 状 の 板 バ パネ 
で 出 ら れ , フィ ラメ ント の 位置 は 上 部 マイ カ の フィ ラ 
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(Type 1) と は 対照 的 で す . 

各 電 極 と ステ ム ・ リ ー ド と の 間 は 幅 約 2 mm の リボ 
ン で 接続 され て いま す が , プレ ー ト の 接続 だ け は 845 
や 250 の よう に ステ ム か ら 立 ち 上 が っ た 電極 支持 材 
に いっ た ん 接続 線 が 溶接 され た 後に , この 電極 支持 材 
を 介し て プレ ー ト に 接続 され て いま す . 

ちな み に , この 4 ピラ ー 型 の ステ ム と ステ ム に 固定 
され た 金属 バン ド か ら 立 ち 上 が っ た 板材 に よる 電極 支 
持 構造 は , KR-845 や 300 BXLS の 新型 (Type 3) と 
同じ 設計 で す . 

と ころ で , KR-Audio の 出力 管 に は 全て 管内 に シリ 
アル No. を 刻印 し た タグ が 溶接 き され て いま す が , 今回 
発表 され た 300 B ナス 型 (Type 2) に は 区 細 で す が ユ 
ニー ク な 工夫 が あり ます . 

上 4 番 ピ ン を 手前 に する と 管 頂部 の マイ カ と 電極 上 
部 マイ カ の 間 の プレ ー ト 支柱 に は シリ アル No(8321) を 
刻印 し た タグ が 溶接 (1 点 止 め ) され て いま す が , プレ 
ー ト 支柱 と その 左右 に 隣接 する 2 本 の 補強 棒 と の 間 に 
は | 一 ] 状 と 「V] 状 の 2 本 の 針金 が 溶接 され , この タタ 
グ を 囲む よう に 逆 三 角形 ( ツ ) を 形成 し て いる 点 が ユ 
ニー ク で す . これ は 恐らく タグ の 振動 を 抑制 する た め 
の エ 夫 で は な いか と 思わ れ ま す . 

この よう に 300 B ナ ス 型 (Type2) は , 従来 の モデ 
ル よ り も さら に 手 の 込ん だ 頑 誠 な 造り を し て いる の が 
特徴 で す . 
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@ 手 前 が 新型 300 B 
後 が 初期 型 


電気 的 特徴 


中 に 添付 され て いる 検査 表 ( シ リア ル No8321) に は , 
フィ ラメ ント は 5 V/1.89 A, Ep=450 V, Eg=-92.4 
V 時 に Ip=100 mA, Gm=5.1 mA/V の スペ ッ ク が 
記入 きれ て いま す . 

また 他 に 入手 し た オリ ジ ナ ル デ ー タ 第 1 表 に よる 
と , プレート 損失 は 50 W で , 最大 定格 は Ep max 560 
V 程度 , Ip max 100 mA 程度 で ある こと が 読み 取れ 
ます 。 

これ ら の 数 値 を 従来 型 の KR-300 B や 300 BXLS 
新型 (Type 3) の 公表 デー タ と 比較 する と 第 2 表 の よう 
に な り ま す . 

従来 型 の KR-300 B が オリ ジ ナ ル WE-300 B を 手 
本 に し て いる の に 対し て ,。 KR-300 B ナス 型 (Type 2) 
は 先行 モデ ル の 300 BXLS 新型 (Type 3) を 手 本 に 
WE-300 B に 近づけ た 特性 と な っ て いる こと が 伺え 
ます . 

つづ いて , 今回 購入 し た サン プル (シリ アル No8321) 
の プレ ー ト 電圧 を 4 段階 (250 V~400 V)。 グ リッ ド 電 
圧 を 16 段階 (-45 V+-91 V) に 変化 させ た 時 の プレ ー 
ト 電流 値 を WE-300 B の 公称 値 と 比較 し た と ころ , 第 
2 図 , 第 3 表 の と お り , 同一 の 動作 ポイ ント に お いて , 
KR-300 B ナス (Type 2) は オリ ジ ナ ル WE-300 B よ 
りゃ 若干 プレ ー ト 電流 は 少な いも の の , 良好 な 直線 性 
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電極 を 支え る 4 つの 支柱 (4 一 Pi 1 1ar) 


幅広 な プレ ー ト 接合 面 


プレ ー ト 支柱 脇 に 設け られ た 
2 本 の 補強 棒 


4 ピラ ー 型 の ステ ム 


に は 大 きく 豊か な 音 が し て , 参加 者 の 注目 を 集め て い 
まし た (いずれ 近い うち に 商品 化 さ れる そう で す )、 

用 意 さ れ た 音源 は 。 ジャ ズ ・ ボ ー カ ル と ,。 クラ シッ 
ク の ボー カル に オー ケス トラ の 楽曲 の 3 種類 で 。 これ 
を ① ロ シア 製 Electro-Harmonix : 300 BEH (Gold 
Giid),② 中 国 天津 Fullmusic-300 B/n (メッ シュ 状 プ 
レー ト ),。③ ス ロバ キア J/ 丁 300 B, ① チ ェ コ KR-300 
B ナ ス 型 (Type 2), と ⑤ WE-300 B (97 年 製 復刻 版 )。 
⑥ WE-300 B (Old), ⑦ WE-300 A (後期 型 ) の 7 種 
類 の 球 で 聴き 比べ よう と いう 試み で す . 

現行 の 300 B は 4 種類 (①~-④) どれ も 高 水準 の 音 を 
聴か せ て くれ て , C/P 的 な 優劣 は つけ 難い と いう の が 
正直 な 感想 で す . 
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そ ーー 


ーー ドー ナツ 状 の トッ プ マ イカ 


_ シリ アル No の タグ を V 状 に 
囲む ユニ ー ク な 針金 


フラ ッ ト な 大 型 の プレ ー ト 


@ KR 300 B 新 型 管 
の イラ スト (筆者 ) 
ネッ ク を 直 管 状 に 絞っ た 
ナス 型 バ ル ブ 


ステ ム か ら 立 ち 上 げた 
電極 支持 材 


ステ ム に ネジ 止め され た 
金属 バン ド 


新 氏 の 「 現 行 の 300 B の 中 で どれ が 一 番 好 き で す 
か ?」 と いう 質問 に 対し て 参加 者 の 意見 は 分 か れ , 最 
終 的 に は 本 300 B が KR-300 B ナス 型 (Type 2) に 
僅差 で トッ プ に な り ま し た 。. 

J/ 上 300 B が 好き と 答え た 方 の 多く は 高 域 の な め ら 
か さ を 指 摘 さ きれ て いま し た が , その 理由 に つい て 新 氏 
は |「 今 回 用 意 し た 球 は , ]/ 上 300 B が 長期 間 稼 動 中 の ア 
ンプ か ら 抜 いた 球 な の に 対し て ,。 KR-300 B ナ ス 型 
(Type 2) を 含め て 他 の サン プル は 全く の 新品 の た め , 
エー ジン グ の 進行 具合 が 音 の 差 に 現れ た の で は な い 
か ? | と 分 析 さ れ て いま し た . 

KR-300 B ナス 型 (Type 2) の 音色 に つい て は 。 高 域 
に 僅か な 硬 さ が 残る も の の , 生々 し い 艶 っ ぽい 音 は 密 
度 が 高く , 透明 感 が あり 響き が よい . 映画 館 の 最新 シ 
ステ ム の よう に ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 広く 音 の 立ち 上 
が り も 良い 。 と いっ た 印象 を 個人 的 に 持ち まし た . 

高 域 の 僅か な 硬 さ き に つい て は , 新 氏 の 言わ れる と お 
り エ ー ジ ング が 進め ば 取れ て な め ら か に な っ て いく も 
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の と 思わ れ ま す . 

さて , レ ファ レン ス と な る WE-300 B に つい て は , 
97 年 製 は 「 ま さ に 300 B] と いっ た 高 水準 に まとまっ 
た 音 で す が , 新 氏 が 数 十 年 使い 込ん で いる と いわ れる 
WE-300 B(Old) に な る と , さら に 自然 で 滑ら か な 生々 
し い 感 じ が 増し , 最後 に 聴い た WE-300 A( 後 期 型 ) に 
至っ て は , 古き を 感 じき せな いよ く < こなれ た 自然 な 心 
地 よ い 音 の 出 方 が と て も 印象 的 で し た . 

2 時 間 に わ た る 試聴 会 の し めく くり に 新 氏 は , 「 私 が 


アン プ を 作る 時 に 心がけ て いる こと は , 生 の 音 と 再生 
音 の 想像 比較 の 中 で , 再生 音 の 「 自 然 きみ ] を いか に 表 


現す る か を ポイ ント に し て いる こと , 具体 的 に は スピ 
ー カ の 奥 に ステ ー ジ や 人 の 姿 が 見 えて くる よう に 益 力 
し て いる こと で す .」 と 参加 者 に 語り か け て くれ まし 
7 

オー ディ オ は 科学 と 感性 が 融合 し た 趣味 だ と つく づ 
く 思い ます が , 再生 音 を 自然 な 音 に 近づけ る た め に は , 
生 演 奏 や 自然 の 音 を よく 聴い て , 比較 の 基準 と な る 「 生 
の 音 ] の イメ ー ジ を 頭 の 中 に し っ か り と 作り 上 げ る 努 
力 が 必要 だ と いう こと を 痛感 し た の が 何より の 収穫 で 
し 

XX XX 

KR-Audio で は 845 の 発表 以降 , そこ で 開発 され た 
技術 を 応用 し て 積極 的 に 300 B 系 列 の 改良 を 進め て 
いま す . 

その 第 1 弾 が 2001 年 10 月 に 発表 きれ た 高 出力 
管 : 300 BXLS(Type 3 : ST-Type) で , 第 2 弾 が 今回 
2003 年 1 月 に 発表 され た ベー シッ ク 管 の 300 B ナ ス 
型 (Type 2) で す . 
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@ 左 が 新型 管 , 右 が 初 
期 型 . 構造 的 に は か 
な り 違 い が 見 られ 
る 


KR-300 B の 新型 は 現在 , ナス 管 し か 確認 し て いま 
せん が , いずれ ST 管 等 の 他 の バー ジョ ン も 発表 され 
る の で は な いか と 思い ます .。 次 に どん な デザ イン の モ 
デル が 発表 きれ る の か ? と て も 楽し み で す . 

最後 に な り ま し た が , 本 誌 2 月 号 (1 月 発売 ) で KR- 
Anudio の オー ナー : Dr. Kron の 突然 の 計 報 を 目 に し 
て 大 変 和 驚き まし た 。. 

21 世紀 に な っ て も な お 優秀 な 真空 管 の 開発 に 燃え 
る 熱き エン ジニ ア を 1 人 失っ た こと は と て も 残念 で 
は あり ます が , 紙面 を 借り まし て 氏 の ご 冥福 を お 祈り 
い だ し ます ., 

な お , 記事 に よる と 氏 の 遺志 と 技術 や や 会 社 設備 等 は 
受け 継が れ て ゆく こと で す の で , KR-Audio 社 の 今後 
の 展開 に 期待 し て ゆき た い と 思い ます . 


@ 300B の 寸法 ぁ 66X167 Hmm (同社 の ホー ムペ ー ジ より ) 


に に / 


